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技生物質の登場以来，感染症，特に締菌性疾患の治療に大きな進歩が見られた
が，反応感染症に対する関心の低下が懸念されている。 ウイルスd控疾患には未だ
インターフェロン以外に見るべき治療剤のない今吾， ウイルス病の病菌， その成
り立ち}こ関心を寄せる必要があるであろう。特に， 多発性硬往症， その他現在病
因ウイルスの分離が試みられている疾病についての理解を深める上tこも，ウイノレ
ス病の病理， その基礎としてのウイルスの紹抱病原性についての知識が必要とさ
れよう。本書はそのような巨的にかなう成書である。
本書は S.Karger社から出版されている Monographs in Virologyの Vol. 
10にある。著者はアメ Pカのアイオワ部1Ames にある NationalAnimal Dise-
ase Centerに麗し， 動物のウイノレス病の病理の萌究者であるたゐ， 動物のウイ
ルス性疾患を主設とし， ヒトのワイルス病の病理をそれと比較検討している。全
体の構或はウイルスの分類に従っている。郎ち，全体を DNAウイルスと RNA
ウイルスに分け，前者は Poxvirus群， Herpesvirus群， Papovavirus群;こ分類
し，後者は Myxovirus群， Rhi Reovirus群，混abdovir羽群， Togavirus群， 
Picornavirus群等記分類し，それに更に未分類のウイルス群を加えている。各
ワイルス群ではそれらにふくまれるウイルスを表で示してきうる。例えば Herp-
esvirus群では，サル，ヒト，ブタ，ニヲトヲなどのヘノレベスウイルスを表示し，
単純ヘルベスウイルス， Bウイルスなどを各論的に取扱っている。しかし， cyto・ 
megalovirusなどの記載が丘較的簡単なこと辻残念である。最近注目されている 
oncogenic herpesvirusとしてはヒトの EBウイルス，ニワトリのマレック病ワ
イルス，更にサルの herpesvirusSaimiriなどの生物学的特徴，持にそれらの細
胞病原性 (cytopathogenici ty)の特設が簡潔に記載されている。文献は各ウイル
ス群の記載の章の終りに適切訟ものが挙げられており便利である。
なお，付記としてテキサス大学の Melnick教授の寄議した“ Taxonomyof 
viruses "が巻末に載せられている。これは InternationalCommittee on Tax-
onomy of Viruses (ICTV)の決定にもとずくウイルスの分類を詔介したもので
ある。現在のウイルスの分類は nucleicacid core，capsid symmetry，virion 
(naked or enveloped)，site of capsid assembly，numbers of capsomeresな
ど，ウイルスの物理， 化学的特徴にもとずくものであり，病原性の明らかな動物
ウイルスの殆んどを網羅しでかなり整理されている。本書に記載されている分類
表は Progressin院 edicalVirology ~こ年々 Melnick によって紹介されてきた
ものを害撮したもので， ウイルス学を専攻していない読者には役立つものと思わ
れる。
組織および細詫病変の写真としては電顕橡をふくめて 31図がふくまれている。
本書はウイルス病に関心をもっ病理学者， 臨床医学者にとり役立つものとして推
薦されよう。(桑田次男〉
〔千葉医学 54，34，1978) 
